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2025年2月22日
主催者挨拶

おはようございます。

ご紹介いただきました香川ＳＧＧ会長の梶と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
香川ＳＧＧ創立30周年記念式典を開会するにあたりまして、主催者を代表して一言ご挨拶、申し上げます。

本日は池田知事、大西市長はじめ皆様方、大変御いそがしい中、またお寒い中、私どもの記念式典にご出席賜り誠にありがとうございます。

さて、香川ＳＧＧは1994年11月6日に高松市で語学にいそしむ有志によって全国で68番目のＳＧＧとして創立されました。ちょうど瀬戸大橋、高松空港が完成し、観光インフラも大きく整備された頃でした。

この30年間の長い間に、香川ＳＧＧの会員もずいぶん入れ替わりましたが、会員たちはインバウンドをガイドして感謝された時の充実感、語学を通じた仲間との楽しい交流などがあって香川ＳＧＧは30年間、続いてまいりました。また、この間、本日ご出席の皆様方には香川ＳＧＧに対するご支援やご協力を頂いており、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。

今回、30周年記念事業の一つとして記念誌を作成しました。本日お配りした式次第のQRコードからご覧いただけるようにしておりますので、お時間のある時にぜひご一読いただければ幸いです。
また、今回、香川ＳＧＧの会員の気持ちを歌にした香川ＳＧＧソングも完成しました。これは会員による作詞、作曲で、後で女性メンバーがご披露いたしますのでお聴きくださればと思います。

今年は、瀬戸内国際芸術祭、大阪・関西万博の開催年でインバウンドも増えると予想されております。我々も善意通訳として、微力ではありますが、香川県や高松市における国際観光、国際交流の推進に少しでも貢献できればと思っております。

最後に、引き続き香川ＳＧＧに従来同様のご支援、ご協力を賜わりますようお願い申し上げまして、ごあいさつに代えさせていただきます。ご清聴、ありがとうございました。
以　上
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